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日時 令和５年９月７日（木） 

午前１０時３０分～正午 

場所 教育支援センター 
 
 
 

次 第 
 

 

１ 開  会 
 

２ 区長挨拶 
 

３ 令和４年度総合教育会議の検討課題の報告   （資料１） 

 

４ 議  題 

 「スポーツや文化芸術など生涯学習社会をめざした部活動の 

地域移行」 

（１） プレゼンテーション 

「区立中学校の部活動の現状について」  （資料２） 

「ジュニアリーダー活動の現状について」 （資料３） 

（２）協 議 
 
 

５ 閉  会 
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資料１ 

令和５年９月７日 

 

令和４年度板橋区総合教育会議における主な検討課題に対する進捗状況等について 

   

 昨年度の板橋区総合教育会議における主な検討課題に関する取組状況は、以下のとおりです。 

 

１ 令和４年度板橋区総合教育会議のテーマ 

  「誰一人取り残さないための居場所づくりについて 

     ―青少年の社会的自立に向けた力をはぐくむために 

 

２ 課題及び取組状況 

(1)子どもの居場所としてのエコポリスセンターの活用について 

 

 

 

◎取組状況（資源環境部） 

・エコポリスセンターでは、施設の職員や NPO 団体等の人材育成を進め、図書の貸出・工

作・塗り絵等の実施を通して、日常的な子どもの居場所を提供している。 

・講座アンケート結果から、希望が多い事業を展開し、利用者のニーズに対応したデジタル 

技術を活用したコンテンツを導入し、子どもたちに対し、環境教育を行った。 

・ライブ配信での講座や、AR を活用したデジタルイベントを導入することで、子どもや若者に 

とって、より分かりやすく参加しやすい事業展開を図っている。 

・施設内資料室は、簡単に図書を検索できるように、公開用蔵書目録の作成を行っている。 

 

(2)CAP’S の利用制限の見直しについて 

 

 

 

 

◎取組状況 

① CAP’S について（子ども家庭部） 

・CAP’S では、コロナウイルス感染症拡大防止対応として、令和３年度より「小学生利用申請 

書」による事前登録もしくは保護者同伴を必要とし、土日祝日の施設開放日は、保護者同 

伴を必須としていたが、感染拡大状況に応じて順次利用制限を見直した。 

   ・令和４年１０月からは、乳幼児と一緒に来館した小学生は、静かなあそびのプログラムへ乳 

幼児と一緒に参加可能（定員内）とするなど、さらなる利用制限の緩和を行った。 

・令和５年５月８日以降は、感染症法上の５類移行に伴い、すべての利用制限を解除し、小 

学生の利用者数は対前年比１．８倍と大幅な利用者増となっている。 

② i-youth について 

・ i-youth では、令和 5年の春休み期間に小学６年生を対象にプレ利用を実施し、 

 中学生へ i-youth 利用の滑らかな接続と利用者間の異年齢交流を試行した。 

エコポリスセンターなど様々な施設や活動の中に興味関心を持つ子どもを巻き込み、多様

な居場所として広げていくことが重要である。 

 

多様な居場所づくりに加えて、小学生や中学生への滑らかな接続や異年齢交流（幼児

と小学生等）により子どもたちの成長に繋げていくため、CAP’S や i-youth の利用制限を

見直して利用しやすくするのはどうか。 
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(3)夏休み期間中の小学生の CAP’S 利用にかかる周知について 

 

 

 

 

◎取組状況（子ども家庭部） 

・CAP’S では、小学生の利用促進のため、小学校長会を通じ、利用についてのポスターを

全校に掲示依頼した。 

・全小学校で啓発用ポスターを掲示し、新１年生の児童に対し、入学後も継続して利用で 

きる旨を案内した。 

・ポスターの掲示依頼を継続し、夏休み中も利用できる案内を行っている。 

 

(4)部活動の地域移行における町会や地域ボランティア、スポーツ・文化芸術 

関係者及び団体等の関わりについて 

 

 

 

 

 

◎取組状況（区民文化部） 

・令和４年度末までは、部活動に関して、町会や地域ボランティア、スポーツ・文化芸術 

関係者及び団体等は、特段の関わりはなかったが、教育委員会の検討状況を注視し、問

い合わせ等があれば相談や情報提供を行った。 

・教育委員会事務局が文化団体連合会の役員会及び（公財）板橋区体育協会や総合スポ

ーツクラブプリムラに対し、今後の方向性について、情報提供を行った。 

・今後も、問い合わせ等があれば相談や情報提供を行い、連携及び協力体制を強化していく。 

 

(5)居場所を活用できる地域人材の確保について 

 

 

 

 

◎取組状況（区民文化部） 

・ いたばし総合ボランティアセンターでは、子どもの居場所等に特化した活動は行っては

いないが、関係する相談等があれば、ボランティア活動の紹介など、相談やコーディネー

トを行っている。 

・従前より、地域コーディネーター向けの出張講座については、地域教育力推進課を通じ

て、情報提供を行っている。 

CAP'S に訪問した際に、夏休みの小学生の利用について、利用できることがあまり知ら

れていないときく。以前のように、体を動かす遊びはできないが、本を読んだりゲームをし

たり静かに過ごすことはできるので、利用できるということを伝えていくとよいのでは。 

ことが必要である。 

居場所としての地域における部活動について、文化庁から来年度３年間を期限に

休日の部活動を学校から地域に移行する（やがては平日も）提案が出されている。 

移行にあたっては、地域に丸投げするのではなく、社会教育として教育委員会がリ

ードして再編する必要があり、区長部局と連携して進める必要がある。 

現在も様々な居場所を開設していただいているところであるが、その中で、それぞれ

の居場所を活用できる人材の確保、発掘が重要であり、子どもたちの心に寄り添える

人材を iCS や地域ボランティア、PTA といった方たちに協力を求めていく必要がある。 



板橋第三中学校の部活動改革

板橋区立板橋第三中学校

校長 武田 幸雄
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校長先生
私たちを殺す気ですか？
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部活動等による教員の多忙感に関するアンケート 集計結果 22名回答

3

※別紙資料２－２参照



平日の活動 ７年前と現在との比較

７年前
・下校時間は3月～11月までの9ヶ月間が夏時間で6時30分。
・12月～2月までの3ヶ月間が冬時間で6時00分。

・ただし、上記はいずれも活動終了時間という解釈がなされており、実
質的な下校時間はさらに30分後ろにずれていた。
・活動時間は、自主練習も含めて5日間まで。

現在
・下校時間は年間を通して5時30分を努力目標。6時00分必達目標。
・活動日数は最大4日間、できるだけ3日以内。自主練習は無し。
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土日・祝日等の活動 ７年前と現在との比較

【土日・祝日】
７年前 ・特に制約はなく、顧問の裁量で実施可能。
現在 ・原則として活動しない。

【長期休業中】
７年前 ・顧問の裁量で実施可能。
現在 ・夏季休業中は、活動日の上限をできるだけ15日以内に収める。

・どんなに多くても20日を超えない。
・冬季休業と春季休業中は、夏季休業中の比率に準じる。
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全国学力・学習状況調査の比較
平成29年度・令和５年度
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部活動

大政奉還

14



資料２－２





教育委員会事務局 地域教育力推進課

ジュニアリーダー活動の現状について

令和5年9月7日（木）総合教育会議
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ジュニアリーダー（JL）とは？

・様々な社会体験（キャンプ、地域行事等）

・多様な人たちとの交流（※）

※地域の大人、異年齢の子ども

将来の地域人材の育成

●ジュニアリーダーの対象

・小学校４年生から６年生

・中学生

・高校生

※高校卒業以上は、顧問

青少年の健全育成

豊かな人間関係
思いやりの心の醸成
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年度別ジュニアリーダー登録人数推移
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ジュニアリーダーの育成①

●ジュニアリーダー体験学習事業 概要

・１８地区でジュニアリーダー会を組織 ⇒ 地区別活動

※隣接３地区のブロック活動もあり（６ブロック）

・地域行事（打合せ・準備などを含む）へ参加

・区から青少年委員会へ委託（契約により委託費を支出）

・年代別（小・中・高・高卒以上）の育成方針あり
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ジュニアリーダーの育成②

●ジュニアリーダー体験学習事業 年代別育成方針

◆ 小学４～６年生

地域行事への参加 ⇒ 様々な体験・人との関わりの場の提供

中高JLの手伝い ⇒ 将来のJLとしての自覚と意欲の醸成

◆ 中学生・高校生

JL会の中心として地域行事への企画・運営に参加

⇒ 中学生：地域の子どもたちのリーダーの育成

高校生：青少年委員と共に地域活動に参画できる者の育成

◆ 高校卒業以上

顧問としての活動ほか、青健地区委員会など地域行事に参加等を推奨
5



ジュニアリーダー体験学習事業活動実績

令和４年度の活動実績

●ブロック活動
・各ブロックで年間５回～８回

※２つのブロックで活動実績無し

●地区活動
・年間１５回（地区平均）※準備・打合せを含む
・場所は、学校、地域センター、集会場、公園など
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舟渡地区：キャンプバス内レク
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• JLが中心となり、地区別キャンプ参

加者とバス内でレクリエーション

• 初参加者のアイスブレイク、運営側

と参加者の相互理解など、様々な役

割を果たしている

• 青少年委員の指導を受けながら、何

度も練習を重ねた

• JLの練習成果発表の場ともなる



蓮根地区：キャンプファイヤー
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• JLが初めから終わりまでメインで担

当するキャンプのメインイベント

• 聖なる火の点火、参加者とのレクリ

エーションを行い、キャンプを盛り

上げる

• 最も事前練習を重ね、日頃の成果の

発表の場となっている



桜川地区：クリスマス会の企画・運営
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• １２月頃に、各地区で実施するイベ

ント

• JLは、ミニゲーム・ビンゴ大会な

ど、地域の子どもたちが気軽に参

加・交流できる内容を企画・立案

• イベント当日は、中心スタッフとし

て運営を行う



第４ブロック：地域別子どもの集い
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• 第４ブロック（下赤塚、成増、徳丸）の

「地域別こどもの集い in 農業まつり」

• 農業まつり会場ブースで「かざぐるま」

などの工作を教える

• JLは事前に練習した作り方を、子どもた

ちに分かりやすいよう工夫して指導した



ジュニアリーダー活動の表彰等
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●ジュニアリーダー活動証明書

JL本人の申請 ⇒ 活動証明書を発行

●青少年表彰

他の模範となる善い行いをした青少年を表彰

毎年度、JL経験者を数名表彰

●ジュニアリーダー活動感謝状

青少年委員の推薦 ⇒ 高校３年のJLに感謝状贈呈



青少年表彰・ジュニアリーダー感謝状
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●青少年表彰 ●ジュニアリーダー感謝状
他の模範となる善い行いをした

青少年を表彰

青少年委員の推薦 ⇒

高校３年のJLに感謝状贈呈
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